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 要  旨 
 
１． 目的  
動的再結晶は高ひずみエネルギーが不均一に集中した箇所で発生しやす
い。粒界すべりが多結晶中で優先的な核形成サイトとして、もっとも高密
度に存在する粒界に注目し、粒界すべりが起こらない条件下での粒界方位
差の動的再結晶への影響を調べる。本実験では[011]ねじれ粒界を持つ
Cu-0.45mass%Fe合金双結晶を、粒界に対して垂直方向に圧縮試験を行い、
粒界近傍での動的再結晶の発現機構や粒界方位差の影響、ならびに析出粒
子の働きを調査することを目的とする。再結晶粒の結晶方位分布、高温変
形中の母相結晶回転に伴う方位差変化についても調査する。 
 
２． 方法 
ブリッジマン法を用いて方位差がそれぞれ10ﾟ～40ﾟの[011]ねじれ粒界
を持つCuFe合金双結晶を作製した。溶体化処理後、923Kで1h時効処理を施
し、平均半径16nmの整合γ-Fe粒子を分散させた。放電加工機を用いて粒
界が圧縮軸に対して垂直方向となるように双結晶試験片を切り出した。そ
して真ひずみ速度ε
．
=4.1×10-4s-1、T=923Kでε=0.4、0.8、1.0まで単軸圧縮を行
った組織を観察するため急冷した。比較材として多結晶、単結晶材でも同様の試
験を行った。圧縮軸に対して平行な面に切り出し、OIM解析を用いて動的再結晶の
発生過程を調査した。 
 
３．結果 
(1) 本合金にて高温圧縮試験を行うと、高方位差粒界ほど応力レベルがわずかで
はあるが低くなっており、それはすべり線の交差する角度が高方位差粒界ほ
ど急になっており、その結果粒界が多くねじれる結果によるものである。 
(2) 動的再結晶は粒界にそって優先的に発生し、初期の結晶粒界が高方位差であ
るほど、粒界近傍での再結晶粒発生頻度が高くなった。粒界で再結晶粒が確
認されたひずみでは、粒内においてはどの方位差を持った双結晶においても
再結晶粒は確認されなかった。 
(3) 動的再結晶粒は粒界でしか発生せず、また双晶が現れてはいなかった。した
がって不連続再結晶ではなく連続再結晶が発生していた。いずれも析出粒子
が整合γ-Fe粒子であった事が原因となっていた。また、粒界にはPrecipitate 
Free Zoneがあり、組織の変形と回復が集中するためと考えられる。 
 
